
第１章

統計で見る横浜の今

　第１章では、市民生活とそれを取り巻く横浜の都市の現状をさまざま

な統計データ等を基に、「人口」、「土地利用」、「経済」、「健康・医療」、「生

活に関する意識」など14の分野についてお伝えをしていきます。

　横浜の「今」をご覧ください。
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は
じ
め
に

私
た
ち
は
今
、少
子
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、戦

後
初
め
て
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
大
き
な
転
換
期
に
い

ま
す
。

近
年
の
A
I
、I
o
T
な
ど
の
情
報
技
術
の
進
展
は
、

社
会
構
造
を
劇
的
に
変
え
、働
き
方
や
人
と
の
関
わ
り

方
な
ど
私
た
ち
の
行
動
や
意
識
も
大
き
く
変
化
し
、多

様
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、一
億
総
活
躍
社
会
、女
性
の
活
躍
な
ど
の
言

葉
に
あ
る
よ
う
な
、一
人
ひ
と
り
が
仕
事
や
家
庭
、地

域
な
ど
で
能
力
を
発
揮
し
た
り
、生
き
が
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら

れ
る
中
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
何
が
起
き
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

第
14
回
目
と
な
る
今
回
の
横
浜
市
民
生
活
白
書
は

「
日
常
生
活
の
中
で
の〝
活
躍
〟」を
テ
ー
マ
と
し
、日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
行
っ
て
い
る
様
々
な
活
動
を〝
活
躍
〟

と
し
て
捉
え
、ど
の
よ
う
な
活
躍
が
、ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、市
民
生
活
に
関
す
る
統
計
や

意
識
調
査
な
ど
を
基
に
、現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
試

み
ま
し
た
。

本
白
書
の
基
礎
と
す
る
た
め
実
施
し
た「
日
常
生
活

の
中
で
の
活
動
に
関
す
る
調
査
」（
平
成
30
年
７
月
）に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、こ
の
白
書
が
こ
れ

か
ら
の
横
浜
を
共
に
考
え
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。
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統
計
で
見
る
横
浜
の
今

日
本
の
人
口
は
、戦
後
増
加
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、２
０
０
８（
平
成
20
）年
に
１
億
２
８
０
８
万
人
と
な

っ
て
以
降
、人
口
減
少
局
面
に
入
っ
て
お
り
、２
０
５
３

年
に
は
１
億
人
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
の
人
口
は
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
１

月
現
在
約
３
７
４
万
人
で
、
市
と
し
て
は
全
国
１
位

の
人
口
を
抱
え
て
い
ま
す
。
過
去
の
推
移
を
見
る

と
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
増
加
の
幅
が
小
さ
く
な
り
、
多
い
と
き

に
は
年
10
万
人
を
超
え
て
い
た
人
口
増
加
数
が
、

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
は
約
２
千
人
と
な
り
ま

し
た
（
図
１
）
。
人
口
増
加
率
も
、
多
い
と
き
に
は

年
5
％
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
１
％
未
満

と
な
り
、
21
大
都
市
（
政
令
市
及
び
東
京
都
区
部
）

の
中
で
も
中
位
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

な
お
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
を
基
に
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
度
に
行
っ
た
横
浜
市
将
来
人
口
推
計
で

は
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か

な
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
の
出
生
と
死
亡
（
自
然
動
態
）
の
状
況

を
見
る
と
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
か
ら
は
死
亡

数
が
出
生
数
を
上
回
り
、
そ
の
差
は
徐
々
に
広
が
っ

て
い
ま
す
（
図
４
）
。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
中

の
出
生
数
と
死
亡
数
の
差
は
約
５
千
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

全
国
に
お
い
て
も
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年

に
初
め
て
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
り
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
に
お
け
る
出
生
数
と
死
亡
数
の
差
は

30
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

年
齢
３
区
分
別
人
口（
０
～
14
歳
の
年
少
人
口
、15

～
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
、65
歳
以
上
の
老
年
人
口
）

を
見
る
と
、２
０
１
９（
平
成
31
）年
１
月
時
点
で
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
、年
少
人
口
が
12・３
％
、生
産
年

齢
人
口
が
63・４
％
、老
年
人
口
が
24・３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。過
去
の
推
移
を
見
る
と
、年
少
人
口
及
び
生
産

年
齢
人
口
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、高
齢
者

の
人
口
の
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、２
０
６
５
年
に
は

35・６
％
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す（
図
３
）。

ま
た
、１
９
５
０（
昭
和
25
）年
に
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
１
人
に
対
し
て
15
～
64
歳
が
18・6
人
で
し
た
が
、

２
０
１
９（
平
成
31
）年
１
月
時
点
で
は
２・６
人
と
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、少
子
高
齢
化
の
進
行
と
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
転
入
と
転
出
（
社
会
動
態
）
の
状
況
を

見
る
と
、
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回
る
転
入
超

過
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
3
千
人

～
8
千
人
の
転
入
超
過
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
中
の
転
入
超
過
数
は
約
１

万
３
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
近
年
は
東
日

本
大
震
災
が
発
災
し
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に

限
っ
て
は
転
出
超
過
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
転
入
者
数
及
び
転
出
者
数
に
つ
い
て
は
、

以
前
と
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
少
な
く
な
っ
て

横
浜
市
も
人
口
減
少
の
局
面
へ

２
０
１
６
年
か
ら
死
亡
数
が
出
生
数
を

上
回
る

転
入
者
数
、転
出
者
数
と
も
に
減
少
傾
向

進
む
少
子
高
齢
化
と
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
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統
計
で
見
る
横
浜
の
今

い
ま
す
。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
中
の
転
入
者

数
は
約
14
万
８
千
人
、
転
出
者
数
は
約
13
万
４
千
人

で
、
15
年
前
と
比
較
す
る
と
、
転
入
者
数
は
約
２
万

人
、
転
出
者
数
も
１
万
５
千
人
以
上
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
市
内
で
の
移
動
も
減
少
傾
向
に
あ

り
、
年
間
７
万
人
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
５
）
。

転
入・転
出
の
状
況
を
地
域
別
に
見
る
と
、東
京
圏

（
東
京
都
、神
奈
川
県
、千
葉
県
、埼
玉
県
）の
他
都
市
へ

の
転
出
超
過
が
目
立
っ
て
お
り
、２
０
１
８（
平
成
30
）

年
中
に
は
合
計
で
約
５
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。地
域

別
の
状
況
を
よ
り
細
か
く
見
る
と
、県
内
で
は
横
須
賀

三
浦
地
区
、川
崎
市
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
で
転
入
超

過
と
な
っ
て
お
り
、湘
南
地
区
や
県
央
地
区
で
は
転
出

超
過
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
６
）。な
お
、川
崎
市
に
つ
い

て
は
、２
０
１
４（
平
成
26
）年
以
降
転
出
超
過
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
は
５
年
ぶ
り

に
転
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。全
体
と
し
て
転
入
超
過

と
な
っ
て
い
る
の
は
、東
京
圏
以
外
か
ら
の
転
入
超
過
数

が
多
い
こ
と
に
加
え
、国
外
か
ら
の
転
入
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、全
国
の
都
道
府
県
別
の
転
入・転
出
の
状
況
を

見
る
と
、東
京
圏
を
含
む
８
つ
の
都
県
を
除
い
て
は
、２

０
１
０（
平
成
22
）年
か
ら
２
０
１
５（
平
成
27
）年
の
人

口
増
加
率
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。東
京
圏
内
の

市
区
町
村
単
位
の
人
口
増
減
を
見
る
と
、よ
り
東
京
都

心
に
近
い
地
域
で
人
口
増
加
率
が
プ
ラ
ス
の
と
こ
ろ
が

多
く
、比
較
的
離
れ
た
地
域
で
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま
す
。

市
内
18
区
で
、
最
も
人
口
が
多
い
区
は
港
北
区
で

約
35
万
人
、
最
も
少
な
い
区
は
西
区
で
約
10
万
人
で

す
。各

区
の
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
か
ら
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
ま
で
の
人
口
増
加
率
を
見
る
と
、
18

区
中
10
区
が
プ
ラ
ス
、
８
区
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
別
で
は
東
京
都
心
に
近
い
北
部
で
プ
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
区
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

７
）
。
ま
た
、
高
齢
化
率
を
見
る
と
南
部
で
高
く
な

っ
て
い
ま
す
（
図
８
）
。

さ
ら
に
、
区
単
位
よ
り
も
細
か
く
メ
ッ
シ
ュ
別

（
市
域
を
２
５
０
ｍ
四
方
に
分
割
し
た
も
の
）
で
人

口
増
減
を
見
る
と
、
地
域
の
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図
９
を
見
る
と
、
２
０

０
５
（
平
成
17
）
年
か
ら
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

で
は
、
鉄
道
駅
周
辺
、
特
に
横
浜
都
心
臨
海
部
で

人
口
の
増
加
が
確
認
で
き
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
で
は

局
所
的
に
増
加
、
又
は
減
少
し
て
い
る
地
域
が
散
在

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
か
ら
２
０

１
５
（
平
成
27
）
年
で
は
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
か
ら
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
ま
で
と
比
較
し
て
、

人
口
が
大
き
く
増
加
す
る
地
域
は
減
少
し
、
増
減
の

少
な
い
地
域
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
郊
外
部
で
は
人
口
の
減
少
し
て
い
る
地
域
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
人
口
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
３
月
末

時
点
で
９
万
２
千
人
と
総
人
口
の
約
２
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
40
年
間
で
お
よ
そ
４
・
５
倍
と

な
る
な
ど
、
長
期
的
に
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
（
図

10
）
。

区
別
に
見
る
と
、
最
も
外
国
人
人
口
が
多
い
区

は
中
区
で
、
区
の
総
人
口
の
約
11
％
を
占
め
て
お
り
、

こ
の
率
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。地

域
・
国
籍
別
に
見
る
と
、
中
国
が
最
も
多
く

（
３
万
８
千
人
）
、
外
国
人
人
口
に
占
め
る
割
合
は

40
％
以
上
で
、
全
国
（
平
成
27
年
国
勢
調
査
）
と
比

べ
て
も
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次

い
で
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
上

位
５
つ
の
地
域
・
国
籍
の
う
ち
、
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
３
月
時
点
で
前
年
同
月
と
比
較
し
て
最
も
増

加
率
が
高
い
国
は
ベ
ト
ナ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

３
年
で
人
口
は
２
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
東
京
都
区
部
及
び
政
令
市
の
中
で
は
、
外

国
人
人
口
は
東
京
都
区
部
が
突
出
し
て
多
く
、
政
令

市
で
は
、
横
浜
市
が
大
阪
市
に
次
い
で
２
番
目
で
、

中
国
籍
の
人
口
に
関
し
て
は
横
浜
市
が
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

東
京
圏
以
外
か
ら
の
転
入
、

東
京
圏
の
他
都
市
へ
の
転
入
が
目
立
つ

地
域
別
の
人
口
の
状
況

北
部
で
増
加
、南
部
で
減
少
の
傾
向

増
え
る
外
国
人
人
口
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